
11
Copyright © 2008 Systems Engineering Consultants CO.,LTD. All rights reserved.

SSystems ystems EEngineering ngineering CConsultants Co.,LTD.onsultants Co.,LTD. 
http://www.sec.co.jp/http://www.sec.co.jp/

 
証券コード：３７４１証券コード：３７４１

 

200200９９年年３３月期月期
 第第２２四半期決算四半期決算

 説明資料説明資料

20082008年年1111月月2121日日

http://www.sec.co.jp/


22
Copyright © 2008 Systems Engineering Consultants CO.,LTD. All rights reserved.

＜目次＞＜目次＞

 事業概要事業概要

 第２四半期決算概要第２四半期決算概要

 通期業績見通し通期業績見通し

 リアルタイムソリューションとリアルタイムソリューションと

ロボット研究開発の取組み状況ロボット研究開発の取組み状況



33
Copyright © 2008 Systems Engineering Consultants CO.,LTD. All rights reserved.

事業概要事業概要



44
Copyright © 2008 Systems Engineering Consultants CO.,LTD. All rights reserved.
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第２四半期決算概要第２四半期決算概要  
（２００９年３月期）（２００９年３月期）



66
Copyright © 2008 Systems Engineering Consultants CO.,LTD. All rights reserved.

事業環境事業環境

20092009年３月期第２四半期の事業環境年３月期第２四半期の事業環境

売上高は０８年４月より、５ヶ月連続で前年同期比増加となっており、Ｉ売上高は０８年４月より、５ヶ月連続で前年同期比増加となっており、ＩTT需要は需要は全体的に堅調全体的に堅調

 に推移に推移していたが、９月にマイナスに転じた。していたが、９月にマイナスに転じた。

情報サービス業売上高前年同月比推移情報サービス業売上高前年同月比推移（経済産業省：特定サービス産業動態統計）（経済産業省：特定サービス産業動態統計）

こうした中、当社の商談状況は活発だったが、受注の確定が予想より遅れ上期の売上高にこうした中、当社の商談状況は活発だったが、受注の確定が予想より遅れ上期の売上高に

 結びつかず業績は低迷した。結びつかず業績は低迷した。

 しかしながら、受注高は予想どおりであり、積みあがった受注残高が下期の売上高に反映さしかしながら、受注高は予想どおりであり、積みあがった受注残高が下期の売上高に反映さ

 れ業績は回復する見込みである。れ業績は回復する見込みである。
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第第22四半期総括四半期総括

総括１

第２四半期は黒字転換したが、第１四半期の営業損失を挽回できず、業績を修正した

第１四半期は、多くの商談の受注確定が６月になっため、第１四半期の売上高が伸びず営業

 損失（１３８百万円）になり、第２四半期は対前期比で増収増益（売上高１％増、営業利益８５百

 万円、３０％増）と回復したが挽回できなかった。

 

総括１総括１

第２四半期は黒字転換したが、第１四半期の営業損失を挽回できず、業績を修正した第２四半期は黒字転換したが、第１四半期の営業損失を挽回できず、業績を修正した

第１四半期は、多くの商談の受注確定が６月になった第１四半期は、多くの商談の受注確定が６月になっためめ、第１四半期の売上高が伸びず営業、第１四半期の売上高が伸びず営業

 損失（１３８百万円）になり、第２四半期は対前期比で増収増益（売上高１％増、営業利益８５百損失（１３８百万円）になり、第２四半期は対前期比で増収増益（売上高１％増、営業利益８５百

 万円、３０％増）と回復したが挽回できなかった。万円、３０％増）と回復したが挽回できなかった。

総括２

商談状況は活発で、受注高は２四半期連続で予想どおりであった

これは、企画営業部の創設と専任部員の配置、営業ノウハウの獲得と営業可視化ツールで、

 営業が組織的に機能しはじめたことによる。

 

総括２総括２

商談状況は活発で、商談状況は活発で、受注高は２四半期連続で予想どおりであった受注高は２四半期連続で予想どおりであった

これは、企画営業部の創設と専任部員の配置、営業ノウハウの獲得と営業可視化ツールで、これは、企画営業部の創設と専任部員の配置、営業ノウハウの獲得と営業可視化ツールで、

 営業が組織的に機能しはじめたこと営業が組織的に機能しはじめたことによる。による。

総括３

第２四半期に黒字転換し、０７年第３四半期から３四半期連続の営業赤字から抜け出した

２００９年３月期の第１四半期を底として、第２四半期が業績転換の節目になったと判断している。

しかしながら、第４四半期は景気後退局面に入ることが予想され、注意深く対応する必要がある。

総括３総括３

第２四半期に黒字転換し、０７年第３四半期から３四半期連続の営業赤字から抜け出した第２四半期に黒字転換し、０７年第３四半期から３四半期連続の営業赤字から抜け出した

２００９年３月期の第１四半期を底として、第２四半期が業績転換の節目になったと判断している。２００９年３月期の第１四半期を底として、第２四半期が業績転換の節目になったと判断している。

しかしながら、第４四半期は景気後退局面に入ることが予想され、注意深く対応する必要がある。しかしながら、第４四半期は景気後退局面に入ることが予想され、注意深く対応する必要がある。
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２００８年３月期２００８年３月期 ２００９年３月期２００９年３月期 前年同期比（％）前年同期比（％）

売上高売上高 １，３００１，３００ １，０８２１，０８２ ８３．２８３．２

売上原価売上原価 ８７１８７１ ８０１８０１ ９２．０９２．０

売上総利益売上総利益 ４２９４２９ ２８０２８０ ６５．３６５．３

販売管理費販売管理費 ２９５２９５ ３３３３３３ １１２．７１１２．７

営業利益営業利益

（営業利益率）（営業利益率）

１３３１３３

（１０．３％）（１０．３％）

△△５２５２

（（--））

－－

（－）（－）

経常利益経常利益 １５０１５０ △△１４１４ －－

四半期純利益四半期純利益 ９１９１ △△１３１３ －－

売上原価売上原価

 

受注量減少による外注費（５８百万円、前期比－４６％）の減少受注量減少による外注費（５８百万円、前期比－４６％）の減少

販売管理費販売管理費

 

ロボットなど研究開発費（４５百万円、前期比＋３２％）、営業費用（３３百万円）の増加ロボットなど研究開発費（４５百万円、前期比＋３２％）、営業費用（３３百万円）の増加

営業外損益営業外損益

 

ロボット受託研究補助金収入（２５百万円、前期比３ロボット受託研究補助金収入（２５百万円、前期比３..５倍）による増加５倍）による増加

第２四半期損益計算書第２四半期損益計算書
単位単位::百万円百万円
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四半期業績推移（受注）四半期業績推移（受注）

単位：百万円
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モバイルネットワーク

 

基幹ネットワーク技術アプリケーション案件減少

 

⇒

 

売上高は減少、利益面も減少

ワイヤレス

 

携帯電話端末の開発は予想どおりの減少

 

⇒

 

売上高は減少、利益面も減少

インターネット

 

商談は豊富、非接触型ＩＣ用エンベデッド開発の増加

 

⇒

 

売上高は増加、利益面は減少

社会基盤システム

 

公共分野の技術アプリケーションの増加

 

⇒

 

売上高は増加、利益面は増加

宇宙先端システム

 

技術アプリケーションの切り換えによる減少

 

⇒

 

売上高は減少、利益面も減少

ソリューション

 

airCube、

 

airLookが増加

 

⇒

 

売上高は増加

ビジネスフィールドビジネスフィールド

２００８２００８年３月期年３月期

（第２四半期）（第２四半期）

２００９年３月期２００９年３月期

（第２四半期）（第２四半期）
前年前年

同期比同期比

（％）（％）売上高売上高

 
（百万円）（百万円）

構成比構成比

 
（％）（％）

売上高売上高

 
（百万円）（百万円）

構成比構成比

 
（％）（％）

計画達成率計画達成率

 
（％）（％）

モバイルネットワークモバイルネットワーク １０１１０１ ７．８７．８ ９０９０ ８．４８．４ ４０．１％４０．１％ ８９．２８９．２

ワイヤレスワイヤレス ６７６６７６ ５２．０５２．０ ３１７３１７ ２９．３２９．３ ９５．１％９５．１％ ４６．８４６．８

インターネットインターネット ２６２２６２ ２０．２２０．２ ３０６３０６ ２８．３２８．３ ８２．７％８２．７％ １１６．６１１６．６

社会基盤システム社会基盤システム ５８５８ ４．５４．５ １７９１７９ １６．６１６．６ ９０．１％９０．１％ ３０８．７３０８．７

宇宙先端システム宇宙先端システム １７３１７３ １３．４１３．４ １４１１４１ １３．１１３．１ ７１．２％７１．２％ ８１．６８１．６

ソリューションソリューション ２７２７ ２．１２．１ ４６４６ ４．３４．３ １５６．６％１５６．６％ １７０．９１７０．９

合計合計 １，３００１，３００ １００．０１００．０ １，０８２１，０８２ １００．０１００．０ ７９．７％７９．７％ ８３．２８３．２

第２四半期ＢＦ別の状況第２四半期ＢＦ別の状況
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第２四半期技術サービス別の状況第２四半期技術サービス別の状況

技術サービス技術サービス

２００８２００８年３月期年３月期 ２００９年３月期２００９年３月期 前年前年
同期比同期比

 
（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）

構成比構成比

（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）

構成比構成比

 （％）（％）

エンベデッドソフトウェアエンベデッドソフトウェア ７４４７４４ ５７．３５７．３ ４３１４３１ ３９．９３９．９ ５７．９５７．９

コアテクノロジコアテクノロジーーサービスサービス １２４１２４ ９．６９．６ ９１９１ ８．５８．５ ７３．４７３．４

技術アプリケーション技術アプリケーション ４０３４０３ ３１．０３１．０ ５１２５１２ ４７．３４７．３ １２６．９１２６．９

ソリューションソリューション ２７２７ ２．１２．１ ４６４６ ４．３４．３ １７０．９１７０．９

合計合計 １，３００１，３００ １００．０１００．０ １，０８２１，０８２ １００．０１００．０ ８３．２８３．２

コアテクノロジー合計コアテクノロジー合計
（エンベデッドと技術アプリも含む）（エンベデッドと技術アプリも含む）

３８９３８９ ３０．０３０．０ ２１４２１４ １９．９１９．９ ５５．１５５．１

エンベデッドソフトウェアの構成比率が、ワイヤレスの減少により減少エンベデッドソフトウェアの構成比率が、ワイヤレスの減少により減少

コアテクノロジーが実用段階に入り、エンベデッドソフトウェアと技術アプリケーションに移行コアテクノロジーが実用段階に入り、エンベデッドソフトウェアと技術アプリケーションに移行

ソリューションの売上高、構成比が増加ソリューションの売上高、構成比が増加
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第２四半期末受注状況第２四半期末受注状況

受注高は、前期を４６９百万円上回った。宇宙先端システムＢＦ以外は、前年同期の受注残高を受注高は、前期を４６９百万円上回った。宇宙先端システムＢＦ以外は、前年同期の受注残高を

 大きく上回る。特に、ワイヤレス、社会基盤システム、モバイルネットワークが前年同期に比較し大きく上回る。特に、ワイヤレス、社会基盤システム、モバイルネットワークが前年同期に比較し

 倍以上の受注残高があり復調傾向にある。倍以上の受注残高があり復調傾向にある。

ビジネスフィールドビジネスフィールド

２００８２００８年３月期年３月期 ２００９年３月期２００９年３月期 受注残高受注残高

前年同期比前年同期比

 
（％）（％）

受注高受注高

 
（百万円）（百万円）

受注残高受注残高

 
（百万円）（百万円）

受注高受注高

 
（百万円）（百万円）

計画達成率計画達成率

 
（％）（％）

受注残高受注残高

 
（百万円）（百万円）

計画達成率計画達成率

 
（％）（％）

モバイルネットワークモバイルネットワーク ４２４２ ３２３２ １０９１０９ ３９．５％３９．５％ ６６６６ ６７．３％６７．３％ ２０６．６２０６．６

ワイヤレスワイヤレス ５４５５４５ １１０１１０ ６８３６８３ １６７．４％１６７．４％ ３９４３９４ ３８４．１％３８４．１％ ３５７．４３５７．４

インターネットインターネット ２８１２８１ １０９１０９ ３６２３６２ ７９．８％７９．８％ １５４１５４ ８５．０％８５．０％ １４０．９１４０．９

社会基盤システム社会基盤システム ８８８８ ４８４８ ２５７２５７ １０５．７％１０５．７％ １０７１０７ １４７．０％１４７．０％ ２２２．９２２２．９

宇宙先端システム宇宙先端システム ２０６２０６ １１３１１３ １８７１８７ ７７．０％７７．０％ ７８７８ １０１．４％１０１．４％ ６９．２６９．２

ソリューションソリューション ２６２６ ８８ ６０６０ ２０１．９％２０１．９％ ２９２９ １８３．７％１８３．７％ ３６５．９３６５．９

合計合計 １１,,１９２１９２ ４２１４２１ １１,,６６１６６１ １００．２％１００．２％ ８３０８３０ １５１．１％１５１．１％ １９６．８１９６．８
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２００８年３月末日２００８年３月末日 ２００８年９月末日２００８年９月末日 増減増減

流動資産（百万円）流動資産（百万円） ２，５９９２，５９９ ２，４３９２，４３９ ▲▲１６０１６０

固定資産（百万円）固定資産（百万円） １，２７３１，２７３ １，２９６１，２９６ ２３２３

流動負債（百万円）流動負債（百万円） ３５５３５５ ２８８２８８ ▲▲６７６７

固定負債（百万円）固定負債（百万円） １２０１２０ １１９１１９ ▲▲１１

純資産（百万円）純資産（百万円） ３，３９６３，３９６ ３，３２８３，３２８ ▲▲６８６８

総資産（百万円）総資産（百万円） ３，８７２３，８７２ ３，７３６３，７３６ ▲▲１３６１３６

自己資本比率自己資本比率 ８７．７％８７．７％ ８９．１％８９．１％ １．４％１．４％

流動比率流動比率 ７３０．７％７３０．７％ ８４６．１％８４６．１％ １１５．４％１１５．４％

固定比率固定比率 ３７．５％３７．５％ ３９．０％３９．０％ １．５％１．５％

単位単位::百万円百万円

流動資産流動資産

 

主に現金及び預金の減少主に現金及び預金の減少

固定資産固定資産

 

主に製品開発によるソフトウェアの増加主に製品開発によるソフトウェアの増加

流動負債流動負債

 

主に賞与引当金の減少、買掛金の減少主に賞与引当金の減少、買掛金の減少

第２四半期末貸借対照表第２四半期末貸借対照表
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単位単位::百万円百万円

営業キャッシュ営業キャッシュ･･フローフロー

 

主に当四半期純損失、売上債権の増加などによる収入減主に当四半期純損失、売上債権の増加などによる収入減

投資キャッシュ投資キャッシュ･･フローフロー

 

主に無形固定資産の取得による支出減主に無形固定資産の取得による支出減

財務キャッシュ財務キャッシュ･･フローフロー

 

主に配当金の減少による支出減主に配当金の減少による支出減

２００８年３月期２００８年３月期

（第２四半期）（第２四半期）

２００９年３月期２００９年３月期

（第２四半期）（第２四半期）

増減増減

営業活動によるキャッシュ営業活動によるキャッシュ･･フローフロー ２６３２６３ ３３３３ ▲▲２３０２３０

投資活動によるキャッシュ投資活動によるキャッシュ･･フローフロー ▲▲９８９８ ▲▲７４７４ ２４２４

財務活動によるキャッシュ財務活動によるキャッシュ･･フローフロー ▲▲６６６６ ▲▲５１５１ １５１５

現金及び同等物の増減額現金及び同等物の増減額 ９８９８ ▲▲９２９２ ▲▲１９１１９１

現金及び同等物期末残高現金及び同等物期末残高 １，７９３１，７９３ １，６０７１，６０７ ▲▲１８６１８６

参考）長期性預金参考）長期性預金 ６００６００ ６００６００ ００

参考）現預金＋長期性預金参考）現預金＋長期性預金 ２，３９３２，３９３ ２，２０７２，２０７ ▲▲１８６１８６

第２四半期キャッシュ第２四半期キャッシュ･･フロー計算書フロー計算書
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通期業績見通し通期業績見通し

（２００９年３月期）（２００９年３月期）



1818
Copyright © 2008 Systems Engineering Consultants CO.,LTD. All rights reserved.

200200９年３月期業績見通し９年３月期業績見通し

２００８年３月期２００８年３月期
実績実績

２００９年３月期２００９年３月期
見通し見通し

前年同期比前年同期比
（％）（％）

売上高売上高 ２，４７４２，４７４ ２，６００２，６００ １０５．１１０５．１

売上原価売上原価 １，８２４１，８２４ １，９１０１，９１０ １０４．７１０４．７

売上総利益売上総利益 ６４９６４９ ６９０６９０ １０６．３１０６．３

販売管理費販売管理費 ５７７５７７ ６１０６１０ １０５．７１０５．７

営業利益営業利益

（営業利益率）（営業利益率）

７１７１

（２．９％）（２．９％）

７０７０

（２．８％）（２．８％）

９８．６９８．６

（０．１ポイント減）（０．１ポイント減）

経常利益経常利益 １８６１８６ １５０１５０ ８０．６８０．６

当期純利益当期純利益 ７２７２ ８０８０ １１１．１１１１．１

単位単位::百万円百万円

売上原価売上原価

 

下期の業績回復を想定した外注費の増加、ソフトウェア償却費の増加を見込む下期の業績回復を想定した外注費の増加、ソフトウェア償却費の増加を見込む

販売管理費販売管理費

 

営業費用の増加、内部統制など手数料の増加、研究開発費は前期実績より営業費用の増加、内部統制など手数料の増加、研究開発費は前期実績より

 約３０％減を見込む約３０％減を見込む

営業外損益営業外損益

 

受託研究の補助金収入受託研究の補助金収入
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通期業績の推移通期業績の推移
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200200９年３月期重点テーマ９年３月期重点テーマ

ステージが切替わる節目であり、新たなステージへステージが切替わる節目であり、新たなステージへ

期初方針期初方針 第３四半期以降の方針第３四半期以降の方針

外部環境の変化／景色が変わった：外部環境の変化／景色が変わった：携帯電話開発への過度な依携帯電話開発への過度な依

 
存からの脱却存からの脱却

■■需要拡大が見込めるＢＦや今後の成長が見込まれる事業領域需要拡大が見込めるＢＦや今後の成長が見込まれる事業領域

 を加えＢＦを再定義し、資源を最適化するを加えＢＦを再定義し、資源を最適化する

■■ソリューション製品を核とする主体的なビジネスを推進するソリューション製品を核とする主体的なビジネスを推進する

携帯電話開発から、他のＢＦへの展開は進携帯電話開発から、他のＢＦへの展開は進

 んでいたが、携帯電話開発が回復傾向になんでいたが、携帯電話開発が回復傾向にな

 り、期初の予想よりは下がらない。り、期初の予想よりは下がらない。

 今後は、スマートフォンや携帯電話を利用し今後は、スマートフォンや携帯電話を利用し

 たアプリケーション分野に展開していく。たアプリケーション分野に展開していく。

内部対応／売上高３０億円に向けて：内部対応／売上高３０億円に向けて：営業力が課題／「技術力営業力が課題／「技術力

 だけでなく営業力も強い」セックへの変革だけでなく営業力も強い」セックへの変革

■■企画営業部の創設と専任部員の配置企画営業部の創設と専任部員の配置

■■営業ノウハウの獲得と営業可視化ツールの導入営業ノウハウの獲得と営業可視化ツールの導入

第１四半期及び第２四半期の受注計画を達第１四半期及び第２四半期の受注計画を達

 成し、成果はでている。成し、成果はでている。

 社内の稼働率が高い状態で、受注計画が社内の稼働率が高い状態で、受注計画が

 達成できるかどうかが、第３四半期以降の達成できるかどうかが、第３四半期以降の

 課題である。課題である。

方向性：方向性：成長重視で企業価値を高める成長重視で企業価値を高める

「ユビキタス」を中心テーマとする主体的なビジネスで、新た「ユビキタス」を中心テーマとする主体的なビジネスで、新た

 
な成長曲線をスタートさせることな成長曲線をスタートさせること

⇒⇒目指す方向性は変わらない。目指す方向性は変わらない。創業以来、ステージの切替わり創業以来、ステージの切替わり

 
を何回か経験をしており、一時的に業績は低迷するが、新たなを何回か経験をしており、一時的に業績は低迷するが、新たな

 
ステージに移行すると高い成長率に回復するステージに移行すると高い成長率に回復する

第２四半期で前期を上回り、変換点であっ第２四半期で前期を上回り、変換点であっ

 たことは間違いないが、景気後退局面に入たことは間違いないが、景気後退局面に入

 ることが予想され、第４四半期は不確実なることが予想され、第４四半期は不確実な

 要素が多い。要素が多い。

 今後も方針どおり努力する。今後も方針どおり努力する。



2121
Copyright © 2008 Systems Engineering Consultants CO.,LTD. All rights reserved.

200200９年３月期ＢＦ別業績見通し９年３月期ＢＦ別業績見通し
ビジネス

フィールド
期初の方針

予

 
想

第２四半期状況判断
予

 
想

モバイル

ネットワーク

移動体通信事業者向けコアテクノロジーサービスに、

 
携帯電話を利用したサービスなどの基幹ネットワー

 
ク関連の技術アプリケーションを加え、拡大する

↑↑
予想は下方修正したが、前期を上回る見通し。

大手通信事業者の投資に左右されるが、例年下期

 
に商談が多く発生するので期待している。

↑↑

ワイヤレス

携帯電話端末のエンベデッドソフトウェアビジネスは、

 
携帯電話開発技術を高度化して設計や試験などを

 
含めたトータルサービスを展開する方針だが全体で

 
は縮小傾向

↓↓

予想を上方修正したが、前期を下回る見通し。

 
商談が回復してきていること、Windows Mobile,

 
やAndroidなどスマートフォンの開発が開始された。 ↓↓

インターネット

非接触型ＩＣのエンベデッドソフトウェアを加え、これ

 
までの技術アプリケーションの経験を活かしたワン

 
ストップビジネスを推進し、拡大する

↑↑
予想は下方修正し、前期並みの見通し。

大型の技術アプリケーションの切替えにより、全体と

 
して大きく伸びてない。

→→

社会基盤

システム

防衛や交通など社会インフラ系の技術アプリケー

 
ションが回復基調にあり、位置情報サービス技術関

 
連の技術アプリケーションも堅調なことから、拡大す

 
る

↑↑

予想どおりの展開で、前期を上回る見通し。

 
防衛や交通分野で商談を確保したが、今後の継続

 
性が課題である。 ↑↑

宇宙先端

システム

前期と同様に商談が堅調に推移し、さらにロボット案

 
件を加え、拡大する ↑↑

予想を下方修正し、前期を下回る見通し。

宇宙分野の技術アプリケーションが切替え時期で全

 
体としては伸びていない。ロボット技術を応用した分

 
野は、種を蒔いている状況である。

↓↓

ソリューション
位置情報サービス技術、地上デジタル放送技術を

 
中心に、拡大する ↑↑

予想は変わらず、前期を上回る見通し。

上期はairCube、airLookを適用する技術アプリケー

 
ションの受託案件で成果がでている。

↑↑
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BFBF別売上高比率の推移見通し別売上高比率の推移見通し
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下期の方針下期の方針

・上期に積上げた受注残高を売上高に繋げ、第３四半期で累積赤字を解消する

 ⇒問題･大型不採算案件を出さず、改めて利益控除の健全なプロジェクト運営

 

・上期に積上げた受注残高を売上高に繋げ、第３四半期で累積赤字を解消する・上期に積上げた受注残高を売上高に繋げ、第３四半期で累積赤字を解消する

 ⇒⇒問題問題･･大型不採算案件を出さず、改めて利益控除の健全なプロジェクト運営大型不採算案件を出さず、改めて利益控除の健全なプロジェクト運営

・第３四半期に、第４四半期の売上高に繋がる受注を確保する

⇒活発な商談活動を継続、取引先基盤の強化

・第３四半期に、第４四半期の売上高に繋がる受注を確保する・第３四半期に、第４四半期の売上高に繋がる受注を確保する

⇒⇒活発な商談活動を継続、取引先基盤の強化活発な商談活動を継続、取引先基盤の強化

・研究開発は受託研究に集中し、製品開発は回収に全力を注ぐ

⇒経営資源の最適化

・研究開発は受託研究に集中し、製品開発は回収に全力を注ぐ・研究開発は受託研究に集中し、製品開発は回収に全力を注ぐ

⇒⇒経営資源の最適化経営資源の最適化

ステージが切替わる節目

回復基調を確実なものにし、通期の業績を達成する

ステージが切替わる節目ステージが切替わる節目

回復基調を確実なものにし、通期の業績を達成する回復基調を確実なものにし、通期の業績を達成する
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リアルタイムソリューションとリアルタイムソリューションと

ロボット研究開発の取組み状況ロボット研究開発の取組み状況
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リアルタイムソリューションとロボット研究開発の取組み状況リアルタイムソリューションとロボット研究開発の取組み状況



 

リアルタイムソリューションリアルタイムソリューション



 

位置情報サービス



 

地上デジタル放送技術



 

ベクトル描画技術



 

超高速インメモリデータベース



 

ロボットソフトウェア共通化技術ロボットソフトウェア共通化技術

３３８８年の実績のあるリアルタイムソフトウェアビジネスに、リアルタイムソリューションビジネスを加え、年の実績のあるリアルタイムソフトウェアビジネスに、リアルタイムソリューションビジネスを加え、

 両輪でビジネスを拡大する。両輪でビジネスを拡大する。

リアルタイムソリューションビジネスは、リアルタイムソリューションビジネスは、コアテクノロジーコアテクノロジーを製品化し、それを核とした様々なビジネスモデルにを製品化し、それを核とした様々なビジネスモデルに

 チャレンジし、業績を向上させる。チャレンジし、業績を向上させる。

 

⇒⇒

 

ストック型のビジネスストック型のビジネス

リアルタイムソフトウェアビジネスは、リアルタイムソフトウェアビジネスは、コアテクノロジーコアテクノロジーを核とする主体的なビジネスで高付加価値化をを核とする主体的なビジネスで高付加価値化を

 目指し、業績のベースを確保する。目指し、業績のベースを確保する。

 

⇒⇒

 

フロー型のビジネスフロー型のビジネス

コアテクノロコアテクノロ

 ジージー
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位置情報サービス技術位置情報サービス技術

■

 

air air LookLook 位置情報サービスを実現するプラットフォーム製品位置情報サービスを実現するプラットフォーム製品

 
位置情報サービス（ＬＢＳ）＝ＧＩＳ（地理情報システム）＋ＧＰＳ（全地球測位システム）
特徴：オープン素材を活用、既存のＧＩＳと連携可能、通信コストを抑え小さなセンタシステム

クライアントが携帯電話の場合、DoCoMo、au、SoftBankの全てのキャリアに対応

■

 

air air Look  Look  採用実績

 

安全、安心分野などに適用安全、安心分野などに適用
– 運送動態管理システム運送動態管理システム（運送会社）

 

事故緊急通報システム（保険会社）

– 車両位置管理システム（ロードサービス会社）

 

列車運行伝達システム（鉄道会社）

– 防災システム防災システム（自治体）

 

フリーライドバスフリーライドバス（バス会社）

–– バスロケーションシステムバスロケーションシステム（自治体）

 

警備員ナビシステム（警備会社）

– マラソンランナー位置管理システム（テレビ局） 安否確認システム（大手企業向け）

■

 

air air LookLook ビジネスビジネス

 

（売上高（売上高

 

約約77百万円、製品適用開発約８５百万円）百万円、製品適用開発約８５百万円）
--

 

製品適用技術アプリケーションの開発（ライセンス＋カスタマイズ）製品適用技術アプリケーションの開発（ライセンス＋カスタマイズ）

製品ライセンス＋システム開発（システム開発の規模は、製品の２倍から20倍）

-

 

アライアンスの推進アライアンスの推進
商談開拓は「独自の営業」とKDDI、大手ＳＩなどの他社との連携で推進中

--

 

製品を適用した位置情報サービスの提供製品を適用した位置情報サービスの提供

自動車教習所向け送迎バスロケーションシステム（200８年3月期サービス開始）

■

 

air air LookLook 今後の方針／今後の方針／製品の機能拡張と製品適用技術アプリケーションの拡販
- au、DoCoMoにSoftBankのGPS搭載携帯電話を加え、3キャリア対応を推進
- 事故緊急システム、車両位置管理システム、ロードサービスなどのシリーズ化
- ＳａａＳ化による新たなビジネスを推進
- google携帯への適用について研究開発を開始
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地上デジタル放送技術地上デジタル放送技術
■

 

airairCubeCube 地上デジタルテレビ及びラジオ放送と通信を連携する技術地上デジタルテレビ及びラジオ放送と通信を連携する技術
-

 

Ａプロファイル、Ｃプロファイル、Ｐ２プロファイル、ハイブリッド対応のBMLブラウザ

-

 

デコーダ（DMUX,PSI/SI,DSM-CC等）
- DTVcore（デジタル放送向け視聴関連制御＜DTV Tuner制御、AV制御、字幕制御、デコーダ制御＞ミドルウェア）

■

 

airairCubeCube 採用実績採用実績

-

 

地上デジタルラジオ放送対応業務用標準機地上デジタルラジオ放送対応業務用標準機

TBSラジオ&SKネットが共同開発した業務用標準受信機、PCカード

-

 

地上デジタル地上デジタルTVTV受信機（実績）受信機（実績）WindowsWindows系に強み系に強み

 
バッファロー製「ちょいテレ」（高感度、デジタルラジオ対応版等4製品）、

 

SKネット製「MonsterTV」（デジタ

 
ルラジオ対応版等2製品）、デスクトップパソコン向けハイビジョン放送チューナー

-

 

携帯電話携帯電話

 
国内携帯電話メーカ

-

 

地上デジタル放送試験装置地上デジタル放送試験装置

 
地上デジタル放送用TS記録・再生装置、地上デジタル放送フルセグ同録装置

■

 

airairCubeCube ビジネスビジネス（（売上高約３４百万円、製品適用約５７百売上高約３４百万円、製品適用約５７百万万円）円）

-

 

ライセンス＆ロイヤリティ、カスタマイズ

 

ビジネス
-

 

コンサルティングビジネス、試験ツールビジネス

-

 

上記を包含した地上デジタルテレビ／ラジオアプリケーションの受託開発

■

 

airairCubeCube 今後の方針今後の方針
-

 

Windows系の実績と強みを活かし、以下の領域への展開を目指す

 
国内／海外携帯電話、

 

Windows Mobile 機器（スマートフォン・カーナビ）、

 
PND（Personal Navigation  Device）、PMP（Portable Media Player）、

 

デジタル家電への搭載

-

 

地上デジタルラジオ分野（ITナビゲーション研究会）での研究開発を推進する
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ベクトル描画技術ベクトル描画技術
■

 

airair SmartGSmartG SVG（Scalable Vector Graphics）データを忠実にレンダリングする技術

ＫＤＤＩとライセンス契約を締結、ＳＶＧ製品ファミリーとして販売

■

 

airair SmartGSmartG 実績

ーー

 

ストリートボードストリートボード

東京電力：デジタル地図案内板に採用

－－

 

地図ビューア地図ビューア

KDDIとEZガイドマップで協業、地図ビューアを提供、「もってく海外」提供開始

－－

 

SVG Map ToolkitSVG Map Toolkit

JIPDECからの受託研究完了

SVG Map Toolkitの販売有償、無償提供のビジネスモデルを検討し、本格的な販売を検討中

■

 

airair SmartGSmartG ビジネスビジネス

 

（売上高約４百万円、ベクトル描画技術関連約６百万円）（売上高約４百万円、ベクトル描画技術関連約６百万円）

–– レベニューシェアモデルレベニューシェアモデル

 
製品を活かした仕組みを提供し他社と連携して推進

–– カスタマイズ、コンサルティングビジネスカスタマイズ、コンサルティングビジネス

 
ＳＶＧ技術を活かしたアプリケーションの受託開発、コンテンツ製作及び各種コンテンツ変換サービスなど

–– ライセンス＆ロイヤリティビジネスライセンス＆ロイヤリティビジネス

開発ライセンス（SDK：

 

Software Development Kit）の販売



 

airair SmartGSmartG 今後の方針

ＳＶＧMapコンソーシアムを通してまずはＳＶＧ普及に努める
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超高速インメモリ超高速インメモリXMLXMLデータベースデータベース

■

 

KKareareaarearea
世界最高速レベルのXML検索性能を発揮するだけでなく、初めてXMLによる高速多次元集計を実現 したインメ

 
モリXMLデータベース製品です。Linuxバージョンをリリース

特徴：数百万ノードからの検索、ソート、集計がミリ秒オーダー、チューニング不要、インデックス不要

■

 

KKareareaarearea 採用実績採用実績

 

大量の大量のXMLXMLデータを高速に処理するツールとして採用データを高速に処理するツールとして採用

– 番組利用率集計システム（放送局）

– 特許情報統計システム（情報サービスプロバイダ）

– 電子番組表システム（放送局）

– 世論調査アンケート集計システム（放送局）

– 官公庁向け変更・構成管理システム（官公庁）

– 製造業向け設計支援システム（製造業）

– 製品原価計算システム（製造業）

– 商品企画データベースシステム（通信事業者）

– 衛星観測データベースシステム、テレメトリデータ分析システム（官公庁）

■

 

KKareareaarearea ビジネスビジネス

 

（売上高（売上高

 

約１百万円、製品適用開発約１２百万円）約１百万円、製品適用開発約１２百万円）

--

 

製品適用技術アプリケーションの開発（ライセンス＋カスタマイズ）製品適用技術アプリケーションの開発（ライセンス＋カスタマイズ）

製品ライセンス＋システム開発（システム開発の規模は、製品の２-10倍）

--

 

アライアンスの推進アライアンスの推進
商談開拓は「独自の営業」と販売代理店を開拓中

■

 

KKareareaarearea 今後の方針今後の方針

既存顧客を中心に地道に展開する。
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ロボット研究開発の取組みロボット研究開発の取組み

ユビキタス社会の究極の端末はロボットユビキタス社会の究極の端末はロボット


 
研究開発内容研究開発内容


 

RTC(Robot Technology Component)をコアテクノロジー として、ロボット関連技術のビジネ

 ス化を目指しています。RTCは、2008年4月にOMG(Object Management Group)で国際標

 準仕様として公開されました。



 

当社は、2003年から取り組んできた唯一のソフトウェアベンダーです。先行優位で他社差

 別化を図り、RTCの実行環境であるRTミドルウェアとともに、ロボットビジネス拡大の準備

 を進めています。


 

研究開発実績研究開発実績


 

NEDOからの「次世代ロボット知能化技術技術開発プロジェクト」など受託研究２件



 

「基盤ロボット技術オープンイノベーション推進プロジェクト」の受託研究を新たに開始



 

ロボット関連メーカー、大学、国の研究機関からの受託開発



 

初のRTミドルウェア技術に関する入門書の出版


 

ロボットのビジネス規模ロボットのビジネス規模
第２四半期実績：受託研究補助金約２５百万円、売上高約１１百万円第２四半期実績：受託研究補助金約２５百万円、売上高約１１百万円


 

今後の方針今後の方針


 

RTミドルウェアを活用した実用ロボットシステムの受託開発



 

NEDOからの受託研究ロボットプロジェクトの推進とビジネス化



 

セミナー実施、書籍出版によるRTミドルウェアの普及活動
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最後に最後に

配当の方針配当の方針


 

毎期原則として安定的に配当する部分と所定の配当性向とを勘案して決毎期原則として安定的に配当する部分と所定の配当性向とを勘案して決

 定する。配当性向は、当面３０％を目指す。定する。配当性向は、当面３０％を目指す。
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この資料の目的は、当社へのご理解を深めていただくためのＩＲ情この資料の目的は、当社へのご理解を深めていただくためのＩＲ情

 報をご提供することにあり、投資の勧誘を目的としたものではあり報をご提供することにあり、投資の勧誘を目的としたものではあり

 ません。投資につきましては、ご自身でご判断願います。ません。投資につきましては、ご自身でご判断願います。

この資料には、当社の現在の計画、見通し、戦略など、及び将来のこの資料には、当社の現在の計画、見通し、戦略など、及び将来の

 業績に関する見通しが記載されております。こうした記述は、当社業績に関する見通しが記載されております。こうした記述は、当社

 の将来の業績を保証するものではなく、経営環境をはじめ、さまざの将来の業績を保証するものではなく、経営環境をはじめ、さまざ

 まな外部的要因の影響等により変化しうることをご承知おきくださまな外部的要因の影響等により変化しうることをご承知おきくださ

 い。い。

この資料の作成に際しましては、細心の注意を払っておりますが、この資料の作成に際しましては、細心の注意を払っておりますが、

 内容につきましていかなる保証を行うものでなく、この資料を使用内容につきましていかなる保証を行うものでなく、この資料を使用

 したことによって生じたあらゆる損害などについて、当社は一切責したことによって生じたあらゆる損害などについて、当社は一切責

 任を負うものではありません。任を負うものではありません。

この資料についてのご注意この資料についてのご注意
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ユビキタスユビキタス社会の安全と発展のために社会の安全と発展のために

““ Realtime@netRealtime@net ””

本資料に関するお問い合わせ本資料に関するお問い合わせ

株式会社セック株式会社セック

 
ＩＲ室ＩＲ室

電話電話

 
０３－５４５８－７７２７０３－５４５８－７７２７

ありがとうございましたありがとうございました
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